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１．研究計画の概要 
ダイズ生育初期における湿害発生機構を、未
知の湿害発生機構も視野に入れて、タンパク
質レベルから包括的に解析し、タンパク質間
相互作用解析により湿害発生ネットワーク
を明らかにする。そのために、ダイズの初期
生育時において湿害発生により変動するタ
ンパク質群を包括的に解析する。さらに、突
然変異ダイズを用いて冠水抵抗性を指標と
して選抜し、検出されたタンパク質あるいは
遺伝子の発現を解析する。このことより、ダ
イズの出芽期の湿害発生機構を明らかにす
る。将来的にダイズの湿害を回避することに
つながり、生産性の安定・向上に貢献する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 包括的手法としてプロテオーム解析技
術を用いて、出芽期の冠水ストレスで変動す
るタンパク質群を解析した。多くのタンパク
質群が増加あるいは減少していることを明
らかにし、顕著に変動するアスコルビン酸ペ
ルオキシダーゼは冠水時にタンパク質およ
び遺伝子レベルで減少することを明らかに
した。 
(2) アスコルビン酸ペルオキシダーゼをコ
ムギの無細胞系を用いて発現させ抗体を調
整し、経時的・器官特異的な発現を解析した
結果、ダイズの出芽期に増加し、冠水ストレ
スで減少することを明らかにした。さらに、
in  situ ハイブリダイゼイションにより、分
裂の激しい組織で発現し、冠水ストレスで顕
著に減少することを明らかにした。 
(3) タンパク質の相互作用を検討するため
に、細胞膜および細胞壁に関与するタンパク
質群を解析した。出芽期の冠水ストレスによ

り、病害・防御反応、およびタンパク質合成
およびタンパク質修復を、タンパク質リン酸
化を介して制御していること、特に細胞壁に
おいては、リグニン合成やリグニン化を抑制
していることを明らかにした。 
(3)耐湿性品種は選抜されていないことより、
重イオンビーム・炭素イオンをダイズに照射
し（理研との共同研究）突然変異ダイズを作
出した。発芽試験および生長試験を行い、発
芽率の影響を与えないが、その後の生長量を
半減する照射量として 100Gy を選択し、種子
を増殖してＭ２種子を採取することにより、
耐湿性研究の素材を開発した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：ダイズの出芽期における冠水ストレス
に関与するタンパク質群を明らかにし、その
相互関係が明らかになりつつあり、その成果
は学会報告と同時に論文として報告した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 突然変異ダイズを用いて出芽期の冠水
抵抗性示すダイズを選抜し、機能解明実験に
用いる。 
(2) 湿害時に誘導されたタンパク質の抗体
や遺伝子の DNA プローブを用いて、突然変異
体中での発現量を解析する。 
(3) 冠水抵抗性突然変異ダイズを用いてプ
ロテオーム解析を行うことにより、耐湿性機
構に関与するタンパク質群を明らかにする。 
(4) 本課題で絞り込んだ耐湿性候補タンパ
ク質・遺伝子の機能を考察し、湿害発生機構
あるいは耐湿性機構を明らかにする。 
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